
 

 

No 項目名 記 入 要 領 

① 罹災原因の別 罹災原因が火災か又は災害か、いずれかを○印で囲む 

② 共済支部名 共済支部名を記入（共済支部コード番号は記入不要） 

③ 組合員証番号 組合員証、共済契約承諾書等を確認し記入 

④ 罹災物件の 

所在地 

罹災した建物又は動産の所在地（共済契約承諾書に記載されている所在地）を記入 

⑤ 居住区分 該当する数字を選択し○印で囲む 

⑥ 罹災原因 該当するアルファベットを選択し○印で囲む 

注１ 「Ａ自火」の場合は、原因コードとして次の該当する分類番号を記入 

分類番号         罹災原因 

    １  コンロ（消し忘れ、使用法の誤り、ふく射） 

    ２  たばこ（投げ捨て、火源の転倒・落下、消し忘れ） 

    ３  放火、放火の疑い（ライター、たきつけ、マッチ） 

    ４  ストーブ（可燃物の接触・落下、引火・ふく射、使用法の誤り） 

    ５  火遊び（ライター、マッチ、ローソク） 

    ６  焚き火（火の粉の飛び火） 

    ７  風呂かまど（使用法の誤り、伝導加熱、消し忘れ） 

    ８  電灯、電話等の配線（短絡、絶縁不良、スパーク） 

    ９  その他（不審火） 

注２ 「Ｌ台風」の場合は、当該台風の名称番号を（ ）内に記入 

注３ 「Ｐ地震」の場合は、当該地震の名称を（ ）内に記入 

⑦ 連絡先住所 郵便物の届け先住所（④罹災物件の所在地と同じ場合は省略可） 

⑧ 建物の所有 

区分 

該当する数字を○印で囲む 

⑨ 罹災年月日 罹災した年月日、時刻を記入（罹災状況通知、罹災証明書等と整合していること） 

⑩ 電話番号 日中に連絡可能な電話番号（携帯電話可）を記入 

⑪ 質権設定 

承認番号 

質権設定がある場合、その承認番号（保管する質権設定承認書（質権者用）の写し

に記載）を記入 

⑫ 構造・収納 

区分 

罹災した建物の構造区分及び動産の収納区分について、該当する数字を○印で囲む 

 

⑬  床面積 罹災した建物の床面積を記入（共済契約承諾書を参照のこと） 

⑭ 請求者氏名 契約者（請求者）氏名を自署するとともに請求年月日（請求書類が完備し地域担当

者に提出する日、又は本部に直接郵送する場合は投函日）および生年月日を記入 

⑭ 共済金振込先 

金融機関 
共済金を振り込む金融機関名、本支店名、店番号、口座番号及び口座名義人（契約

者）を記入 

 

共済金（火災・災害）請求書記入要領 


